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高橋洋文教授略歴(2000年3月31日現在）
1932年（昭和7年）9月28日生
学歴
1951年（昭和26年)4月東京大学法学部第二類入学
1955年（昭和30年）3月東京大学法学部第二類卒業
職歴
1955年
1974年
1977年
1979年
1982年
1984年
1985年
1990年
1994年
日本電信電話公社入社
日本電信電話公社経営調査室長期経営担当調査役
日本電信電話公社営業局外国調査部門調査役
財団法人電気通信総合研究所へ出向．通信制度研究部長
日本電信電話公社復帰．国際局企画調査部長
財団法人電気通信総合研究所．研究主幹
株式会社情報通信総合研究所．研究主幹
株式会社情報通信総合研究所取締役，高橋特別研究室長兼務
関西大学総合情報学部教授（現在に至る）
(昭和30年）
(昭和49年）
(昭和52年）
(昭和54年）
(昭和57年）
(昭和59年）
(昭和60年）
(平成2年）
(平成6年）
4月
1月
1月
1月
1月
4月
6月
6月
4月
(非常勤講師）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
筑波大学比較文化類（情報文化論, 1986年3月まで）
産業能率大学経営情報学部（電気通信産業論, 1988年3月まで）
武蔵大学経済学部（情報通信産業論, 1986年度後期，
1988年度後期，1992年度前期）
電気通信大学（国際技術協力論, 1997年まで集中講義）
東京大学大学院社会学研究科（社会の情報化の現状分析， 1992年
3月まで）
成城大学経済学部（経営学特殊講義, 1992年3月まで）
4月
4月
10月
1987年（昭和62年)4月
1991年（平成3年)4月
1991年（平成3年)9月
学会および社会における活動
1984年（昭和59年)4月情報通信学会会員（現在に至る）
1984年（昭和59年）9月国際協力事業団国際協力総合研修所「国際協力研究」編集委員
（現在に至る）
1988年（昭和63年)7月 日本情報処理開発協会「情報化白書」編集専門委員(1993年6月
まで）
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賞罰
1988年（昭和63年）3月 テレコム社会科学賞受賞
学内委員
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1996年（平成8年）
関西大学評議員(1996年9月まで）
総合情報学部総合情報フォーラム委員長(1996年9月まで）
総合情報学部就職委員（現在に至る）
4月
10月
10月
研究業績
著書（分担・共同執筆）
1983年4月岡野行吉・植草益編：日本の公企業，東京大学出版会．
1985年5月旭リサーチセンター編:TDFウオーズ，出版開発社．
1987年7月高橋洋文・増田悦三・堀伸樹・白崎光男・花田達朗：テレコム，日本経済新聞
社．
1996年3月情報通信総合研究所編：通信自由化，情報通信総合研究所．
1997年4月高橋洋文他：新情報通信早わかり講座②，日経BP社．
1998年1月情報通信総合研究所編：情報通信アウトルツク／情報通信ビツグバンヘの期
待，情報通信総合研究所．
論文
1981年2月高橋洋文：欧米諸国における電気通信政策の主要課題，電信電話経営月報，
No．377,電電公社経営調査室．
1981年3月高橋洋文他：国際データ流通問題の動向，電気通信総合研究所．
1984年9月高橋洋文：欧米の通信事業の変貌一イギリス，ジュリスト1984年9月増刊号，
有斐閣．
1989年4月高橋洋文：環太平洋圏の電気通信協力，国際協力研究第5巻1号，国際協力事業
団．
1994年12月高橋洋文：国際メディア資本の動向,InfOComReview,創刊号，情報通信総合
研究所．
1996年4月高橋洋文：米国における通信・放送の融合と競争，ⅡUジャーナルVol.26,No.4.
翻訳
1989年12月P.テミン著，高橋洋文・山口一臣監訳：ベル・システムの崩壊('I11eFallof
BellSystem),文眞堂．
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その他
1990年8月～1991年6月高橋洋文：戦略的情報ネットワーク論,'IELEMEDIA.
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